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21 年度の主な調査・検討事項について 

 
 

21 年度は、主に以下の重点テーマについて調査・検討を行う。 
 
 
１． 生ごみ対策・食品リサイクルについて（議題２で詳しく説明） 

① 実態把握、自治体の取組への助言・支援、事業者への情報提供 
② 生ごみ対策・食品リサイクル検討会（仮称）を開催して、詳細な調査・

検討を行う。 
 
 
２． リユースびんの普及拡大（議題３で詳しく説明） 

九州から取組が始まった R びんの普及拡大について調査・検討を行う。 
 
 
３． 広域的リサイクルについて（議題３で詳しく説明） 

① 広域リサイクル推進 
九州ブロックレベル、県域を越える規模でのリユース・リサイクル推進

について議論。 
 

② レアメタルリサイクル推進 
 

 
※ ２及び３②については、別途「広域ブロック自立型施策推進調査費」

により詳細な調査・検討を行う。 
 
 

4-1



地域循環圏に関する九州会議

・会議を数回開催
・今後の課題や施策をとりまとめ

21
年
度

22
年
度

・年３回程度
・専門家、県・市町、農政局、経産局、環境事務所
事業者（経済界、リサイクル、流通、廃棄物等）

＜重点テーマ①＞

＜重点テーマ②＞

今年度の取組について

広域的リサイクル
・広域ブロック調査について情報共有
・ブロックレベルでのリサイクル促進策

生ごみ対策・食品リサイクル
・リサイクル施設の調査
・好事例把握、コスト分析
・食品事業者等のリサイクル促進策検討

生ごみ対策・食品リサイクル検討会

リユースびん促進協議会

レアメタル連絡会情
報
共
有

広域ブロック調査
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